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功
績
を
た
た
え
て

文

化

賞

個 

人

細
野
　
博
文
さ
ん

　

平
成
５
年
４
月
か
ら
平
成
７
年

３
月
ま
で
町
文
化
協
会
事
務
局
次

長
と
し
て
、
ま
た
平
成
７
年
４
月

か
ら
平
成
15

年
３
月
ま
で
同
会
会

計
、
平
成
19

年
４
月
か
ら
平
成
２

５
年
３
月
ま
で
同
会
副
会
長
、
平

成
25

年
４
月
か
ら
平
成
31

年
３
月

ま
で
同
会
会
長
と
し
て
本
町
の
文

化
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

文

化

奨

励

賞

個 

人

櫻
井
　
里
惠
子
さ
ん

　

平
成
31

年
全
国
書
初
作
品
大
会

一
般
部
漢
字
全
日
本
書
芸
文
化
院

賞

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

個 
人

阿
部
　
綺
心
さ
ん

（
芽
登
小
５
年
）

　

平
成
30

年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

美
術
作
品
の
部
（
版
画
）
特
選

　

11
月
３
日
、
町
の
発
展
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
功
労
賞
、
文
化
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
な
ど
の
表
彰
式
が

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

斉
須
　
望
未
さ
ん

（
螺
湾
小
３
年
）

　

北
海
道
学
び
推
進
月
間
標
語
十

勝
教
育
局
優
秀
賞

松
山
　
晄
太
朗
さ
ん

 

（
大
誉
地
小
２
年
）

　

平
成
30

年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

美
術
作
品
の
部
（
工
作
）
特
選

岩
崎
　
心
美
さ
ん

（
足
寄
小
２
年
）

　

第
59

回
全
十
勝
学
校
書
道
書
初

展
覧
会
推
薦
帯
広
市
長
賞

団 

体

足
寄
高
等
学
校
吹
奏
楽
局

　

第
64

回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
高
校
Ｃ
編
成

の
部
金
賞

足
寄
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　

第
64

回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
小
学
校
の
部

金
賞ス

ポ

ー

ツ

賞

個 

人

髙
取
　
弘
さ
ん

　

町
体
育
協
会
事
務
局
長
を
10

年

間
、
同
会
副
会
長
を
２
年
間
歴
任

し
、
体
育
協
会
主
催
事
業
な
ど
の

運
営
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
町
民

の
健
康
増
進
普
及
の
た
め
春
と
秋

に
早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
企
画
し
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
働
き
か

け
を
行
う
な
ど
、
そ
の
活
動
の
功

績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

菊
池
　
美
樹
さ
ん

　

第
50

回
記
念
全
国
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
北
海
道
予
選
会

優
勝

田
辺
　

さ
ん

　

第
50

回
記
念
全
国
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
北
海
道
予
選
会

優
勝

日
浦
　
恵
子
さ
ん

　

第
50

回
記
念
全
国
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
北
海
道
予
選
会

優
勝ジ

ュ

ニ

ア

ス

ポ

ー

ツ

賞

個 

人

白
井
　
大
介
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
）

　

第
40

回
北
海
道
高
等
学
校
弓
道

選
抜
大
会
北
北
海
道
大
会
兼
第
37

回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

北
北
海
道
地
区
予
選
会
男
子
個
人

の
部
優
勝

青
木
　
梨
奈
さ
ん

 

（
帯
広
大
谷
高
２
年
）

　

第
72

回
北
海
道
高
等
学
校
選
手

権
水
泳
競
技
（
競
泳
）
大
会
兼
第

87

回
日
本
高
等
学
校
選
手
権
水
泳

競
技
（
競
泳
）
大
会
北
海
道
予
選

会
女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
第
１
位

人
見
　
仁
菜
さ
ん

（
足
寄
小
３
年
）

　

第
37

回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競

技
大
会
兼
第
35

回
全
国
小
学
生
陸

上
競
技
交
流
大
会
北
海
道
予
選
会

３
年
女
子
１
０
０
ｍ
第
１
位
お
よ

び
同
８
０
０
ｍ
第
１
位

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個 

人

熊
坂
　
亜
海
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
）

　

第
49

回
北
海
道
弓
道
連
盟
東
部

地
区
弓
道
選
手
権
大
会
高
校
女
子

の
部
優
勝

小
島
　
幸
太
さ
ん

（
足
寄
高
２
年
）

　

第
15

回
全
十
勝
段
別
弓
道
大
会

初
段
～
参
段
の
部
優
勝

小
松
　
恭
輔
さ
ん

（
足
寄
高
２
年
）

　

令
和
元
年
度
北
海
道
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会
十
勝
支
部
大
会
男

子
個
人
の
部
優
勝

留
田
　
陽
和
さ
ん 

（
足
寄
中
１
年
）

　

第
38

回
全
十
勝
中
学
校
水
泳
大

会
第
40

回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大

会
十
勝
地
区
予
選
男
子
１
０
０
ｍ

自
由
形
第
１
位

団 

体

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
男
子

　

令
和
元
年
度
第
54

回
北
海
道
高

等
学
校
弓
道
競
技
選
手
権
大
会
十

勝
支
部
大
会
男
子
団
体
優
勝

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
女
子

　

第
49

回
北
海
道
弓
道
連
盟
東
部

地
区
弓
道
選
手
権
大
会
高
校
女
子

の
部
優
勝

　

令
和
元
年
度
第
54

回
北
海
道
高

等
学
校
弓
道
競
技
選
手
権
大
会
十

勝
支
部
大
会
女
子
団
体
優
勝

　

第
74

回
国
民
体
育
大
会
弓
道
競

技
北
海
道
選
考
会
兼
令
和
元
年
度

北
海
道
体
育
大
会
弓
道
競
技
の
部 

女
子
団
体
第
３
位

足
寄
中
学
校
水
泳
少
年
団
男
子

　

第
38

回
全
十
勝
中
学
校
水
泳
大

会
第
40

回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大

会
十
勝
地
区
予
選
男
子
４
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
１
位
お
よ
び

男
子
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
第

１
位

　

令
和
元
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
40

回
北
海
道
中
学
校
水

泳
大
会
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
フ
リ

ー
リ
レ
ー
第
２
位

足
寄
中
学
校
水
泳
少
年
団
女
子

　

第
38

回
全
十
勝
中
学
校
水
泳
大

会
第
40

回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大

会
十
勝
地
区
予
選
女
子
４
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
１
位
お
よ
び

女
子
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
第

１
位

自

治

功

労

　

昭
和
45

年
４
月
か
ら
33

年
間
足

寄
町
の
職
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
地
域
行
政
の
推
進
の
た
め
、
職

務
に
精
励
し
、
町
勢
の
発
展
に
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。
人
格
誠
実
、

温
厚
に
し
て
責
任
感
が
強
く
卓
越

し
た
識
見
と
指
導
力
は
高
く
評
価

さ
れ
、
平
成
15

年
５
月
か
ら
平
成

31

年
４
月
ま
で
町
長
と
し
て
、
４

期
16

年
間
に
わ
た
り
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
、

活
力
あ
る
町
の
基
盤
を
整
え
ま
し

た
。
町
政
推
進
に
か
け
た
情
熱
は

広
く
町
民
の
信
望
を
得
て
お
り
、

地
域
の
発
展
と
地
方
自
治
の
向
上

に
寄
与
し
た
功
績
は
誠
に
顕
著
で

あ
り
ま
す
。

　

昭
和
52

年
４
月
か
ら
平
成
19

年

３
月
ま
で
の
10

期
30

年
間
に
わ
た

り
、
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

地
域
農
業
者
の
相
談
役
と
な
り
、

農
地
の
利
用
調
整
業
務
、
農
地
の

集
積
お
よ
び
農
業
者
年
金
の
加
入

推
進
等
を
通
じ
て
、
農
業
者
の
経

営
基
盤
の
確
立
や
生
活
の
安
定
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成

10

年
４
月
か
ら
平
成
19

年
３
月
ま

で
の
９
年
間
は
農
業
委
員
会
会
長

を
務
め
ら
れ
、
農
業
委
員
会
の
先

頭
に
立
っ
て
農
地
行
政
の
推
進
お

よ
び
農
業
者
の
地
位
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19

年
５
月
か
ら
平

成
31

年
４
月
ま
で
の
３
期
12

年
間

に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と
し
て

地
域
行
政
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
る

　

平
成
４
年
４
月
か
ら
平
成
31

年

３
月
ま
で
の
９
期
27

年
間
に
わ
た

り
、
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

地
域
農
業
者
の
相
談
役
と
な
り
、

農
業
者
の
経
営
基
盤
の
確
立
や
生

活
の
安
定
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
19

年
４
月
か
ら
平
成
28

年
３
月
ま
で

の
９
年
間
は
農
業
委
員
会
会
長
と

し
て
、
農
業
委
員
会
の
先
頭
に
立

っ
て
農
地
行
政
の
推
進
お
よ
び
農

業
者
の
地
位
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
２
年
５
月
か
ら
平

成
17

年
８
月
ま
で
の
15

年
間
に
わ

た
り
、
町
開
拓
農
業
協
同
組
合
の

理
事
お
よ
び
代
表
理
事
組
合
長
と

し
て
、
卓
越
し
た
識
見
と
指
導
力

を
発
揮
し
、
地
域
の
農
業
振
興
と

活
性
化
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
17

年

９
月
に
は
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

町
内
２
農
協
の
合
併
を
実
現
さ
せ
、

現
在
は
町
農
業
協
同
組
合
の
代
表

な
ど
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
し
た

功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

監
事
と
し
て
農
協
組
織
の
基
盤
の

確
立
と
経
営
の
安
定
化
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま

す
。

安久津　勝彦さん

川上　初太郎さん

阿部　正則さん
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ホストファミリーと初対面

お世話になったホストファミリーと

マスクワッチ高校を訪問

返礼夕食会で生徒たちによる合唱を披露

コンポジット高校生との交流

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
足
寄
高
校
生
海
外

研
修
派
遣
事
業
が
９
月
20

日
か
ら
27

日
ま
で

の
日
程
で
行
わ
れ
、
姉
妹
都
市
先
の
カ
ナ
ダ
・

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
51

人
と
引
率
・
随
行
７
人
の
58

人
か

ら
な
る
訪
問
団
は
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・

足
寄
友
好
協
会
の
心
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
訪
問
を
通
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
異
文
化
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
、
未

来
に
つ
な
が
る
大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
よ
う

で
す
。主なスケジュール

研 修 を 終 え て

９／20㈮　足寄町→羽田空港→成田空港→ウェタスキ

ウィン市歓迎夕食会→ホームステイ先へ

　　21㈯　
ホストファミリーとのフリータイム

　　22㈰　

　　23㈪　学校訪問、返礼夕食会

　　24㈫　ウェタスキウィン市→バンフ

　　25㈬　バンフ→カルガリー

　　26㈭　成田空港着（ホテル泊）

　　27㈮　羽田空港→足寄町

１
Ａ　

久
保　

晃
大
さ
ん

　　

カ
ナ
ダ
に
着
い
て
、
い
き
な
り
始
ま
っ
た

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
か
不
安
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
優
し
く
話
し
掛
け
て
く
れ
た
の

で
緊
張
が
す
ぐ
に
解
け
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
経
験
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

５
日
目
に
バ
ン
フ
に
行
き
ま
し
た
。
バ
ス
か

ら
見
た
バ
ン
フ
の
山
は
、
と
て
も
大
き
く
て

高
か
っ
た
で
す
。
山
の
上
か
ら
は
、
バ
ン
フ

の
街
が
小
さ
く
て
、
湖
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
で
は
他
国
の
文
化
を
知
っ
た
り
、

英
語
を
日
常
的
に
使
っ
た
り
と
た
く
さ
ん
の

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
私
の
人
生
の
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し

た
。

１
Ａ　

狭
間　

海
咲
さ
ん

　　

今
回
の
カ
ナ
ダ
研
修
で
私
は
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
だ
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
さ
せ
て
も
ら
い
「
海
外
の
生
活
」
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
部
分

は
あ
り
ま
し
た
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
優

し
く
接
し
て
く
れ
た
の
で
カ
ナ
ダ
の
文
化
や

生
活
習
慣
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他

に
も
学
校
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
地

の
高
校
生
と
交
流
を
し
た
り
、
市
役
所
を
見

学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
、
日
本
と
海
外
の

１
Ｂ　

市
原　

拓
翔
さ
ん

　　

私
の
人
生
に
お
い
て
最
初
で
最
後
か
も
し

れ
な
い
こ
の
カ
ナ
ダ
研
修
は
と
て
も
充
実
し

た
も
の
に
な
っ
た
。
カ
ナ
ダ
に
行
く
前
と
後

で
、
私
の
考
え
は
ま
っ
た
く
別
物
に
な
っ
て

い
た
。
カ
ナ
ダ
に
行
く
前
は
私
の
英
語
が
通

じ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
し
、

不
安
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
帰
っ
て
き

た
と
き
に
最
初
に
私
が
感
じ
た
こ
と
は
、「
楽

し
か
っ
た
」「
も
う
一
度
行
き
た
い
」
だ
っ
た
。

こ
ん
な
風
に
感
じ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
驚
い
た
。

　

感
じ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
と
に
か
く
、
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら

の
私
の
人
生
に
生
か
そ
う
と
思
っ
た
。
い
や
、

生
か
さ
な
く
て
は
だ
め
な
の
だ
。
無
駄
に
し

て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
っ
た
。

１
Ｂ　

村
岡　
　

麟
さ
ん

　　

私
に
と
っ
て
カ
ナ
ダ
研
修
は
学
び
の
多
い

充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
出
発
前
は
英
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
か
不
安

だ
っ
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
た
く
さ

ん
話
し
掛
け
て
く
れ
た
こ
と
で
自
分
か
ら
も

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
伝

え
た
い
こ
と
を
完
璧
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
か

ら
伝
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分

か
っ
た
。
と
同
時
に
、
英
語
で
ス
ム
ー
ズ
か

つ
正
確
に
会
話
で
き
る
よ
う
に
英
語
の
勉
強

に
力
を

入
れ
た

い
と
強

く
思
っ

た
。
ま

た
、
高

校
見
学

で
の
生

徒
と
の

交
流
を

通
し
て

価
値
観

や
文
化

の
違
い
に
触
れ
た
こ
と
で
、
物
事
を
多
角
的

に
捉
え
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

カ
ナ
ダ
で
得
た
こ
れ
ら
の
学
び
を
胸
に
し

っ
か
り
と
刻
ん
で
、
今
後
の
学
校
生
活
や
進

路
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

違
い
を

見
る
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。
バ

ン
フ
で

は
、
カ

ナ
デ
ィ

ア
ン
ロ

ッ
キ
ー

や
レ
イ
ク
ル
イ
ー
ズ
の
素
敵
な
景
色
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
カ
ナ
ダ
研
修
は
、
本
当
に
一
生
の

思
い
出
で
す
。
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世界に羽ばたけ！足高生
― 足寄高校生海外研修派遣事業 ―
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　昭和32年から雌阿寒岳・オンネトー地区で

定期的なパトロールや登山道整備および利用

者に対する解説・指導を行うほか、自然災害

発生時の緊急対応や遭難救助に尽力され、令

和元年度自然公園関係功労者環境大臣表彰を

受賞した足寄山友会会長の田村勝夫さんが役場

を訪れ、渡辺俊一町長に受賞を報告しました。

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

歌に合わせて元気に体操

　阿寒摩周国立公園内にある湖オンネトーを

舞台に「２０１９オンネトー物語」（あしょ

ろ観光協会ほか主催）がオンネトー国設野営

場で開催され、町内外から約１２００人が訪

れました。参加者は雌阿寒岳登山や森林浴、

コンサートなど、さまざまなオンネトーの魅

力を堪能していました。

　第30回足寄町吹奏楽フェスティバルが町民

センターで開催され、約２００人が来場しま

した。足寄ジュニアブラスバンド、足寄中学

校吹奏楽部、足寄高等学校吹奏楽局、足寄吹

奏楽団が出演し、クラシック楽曲などを披露。

また４団体合同による演奏も行われ、来場者

は迫力のある演奏に聴き入っていました。

練習の成果を披露

自己ベストを目指す

　第40回町民マラソン大会が陸上競技場で開

催され、幼児から一般まで３８５人が出場し

ました。冷たい秋風が吹く中、各部門に分か

れた選手たちは沿道からの声援を背に、熱い

戦いを繰り広げました。また、第25回町民ウ

オーキングには16人が参加、里見が丘公園周

辺を散策し心地良い汗を流しました。

　「親子あそびうたコンサート」が子どもセ

ンターで開催され、町内の幼児や保護者ら約

２５０人が来場しました。仙台を拠点に活動

する「あきらちゃん＆ジャンプくん」が「ペ

ンギンのプールたいそう」などを演奏。子ど

もたちは歌や踊りでコンサートに参加し、会

場一体となって盛り上がりました。

9/25

10/3実りの秋を実感

　螺湾小学校（牧伊津子校長）の校舎前に作

られた田んぼで稲刈りが行われました。これ

は、総合的な学習の時間を活用し行われたも

ので、児童らは２人一組で80㎝ほどに育った

黄金色の稲穂を手鎌で丁寧に刈り取りました。

収穫したお米は乾燥・脱穀のあと、おにぎり

などにして味わいます。

10/4

10/13

　第32回チャリティー「赤十字ふれ愛バザー

ル」（町赤十字奉仕団ほか主催）が町民セン

ターで開催され、約１５０人が会場を訪れま

した。会場には、町民から提供された新鮮野

菜や衣類、日用品、奉仕団手作り石鹸などが

販売され、訪れた人はお気に入りの商品を買

い求めていました。

9/29

10/14

60年以上にわたり尽力

　大誉地小学校（野村勉校長）で「いしやま

ワールド」が行われ、保護者や地域住民、上

利別保育所の子どもたち、芽登小、螺湾小の

児童が訪れ交流しました。もぐらたたきやさ

かなつり、お化け屋敷など、趣向を凝らした

児童手作りのアトラクションで会場内は児童

らの笑い声が広がりました。

10/5

秋のオンネトーを堪能

社会福祉の笑顔のために 手づくりゲームで交流 9/27
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イ

ベ

ン
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報

絵
本
作
家

真
珠
ま
り
こ
さ
ん
が
や
っ
て
く
る

も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
の
お
は
な
し
会

　

「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
」
（
講
談
社
）

で
お
な
じ
み
の
絵
本
作
家　

真
珠
ま
り
こ
さ
ん

が

町
図
書
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
絵
描
き
歌
、
も
っ

た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
音
頭
を
踊
る
な
ど
楽
し
い

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
　
時　

12

月
７
日
㈯　

午
前
10

時
～

　
　
　
　

（
開
場　

午
前
９
時
30

分
）

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

小
さ
な
お
子
様
か
ら
ど
な
た
で
も

そ
の
他　

申
し
込
み
・
入
場
料
不
要
。
２
時
間

く
ら
い
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
終
了
後
、

サ
イ
ン
会
も
あ
り
ま
す
。

詳
　
細　

図
書
館
ル
イ
カ　

☎

25

－

３
１
８
９

真珠まりこさん☆プロフィール（しんじゅ・まりこ 絵本作家）

楽しく就業体験できました

輝
け
！
僕
ら
の
未
来

　
足
寄
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
生
徒
の
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
足
寄
高
等
学
校
（

川
巧
校
長
）

２
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
以
下
の
記
事
は
足
寄
高
等
学
校
生
徒
が
取

材
の
下
、
作
成
し
た
も
の
で
す
（
職
員
が
校

正
を
行
っ
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

　

９
月
20

日
か
ら
30

日
ま
で
、
足
寄
高
等
学

校
２
年
生
が
各
施
設
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
26

日
に
役
場
総

務
課
総
務
室
で
５
人
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
い
、
広
報
広
聴
担
当
の
仕
事
体
験
と
し

て
足
寄
消
防
署
と
高
齢
者
等
複
合
施
設
む
す

び
れ
っ
じ
で
仕
事
を
体
験
し
て
い
る
生
徒
へ

の
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
署
で
は
４
人
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
主
に
消
防
士
の

仕
事
に
つ
い
て
の
講
話
や
署
内
見
学
、
救
命

講
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
飯
野
希
斗
さ
ん

は

見
学
し
た
消
防
車
に
つ
い
て
話
し
、
福
田
瑛

二
さ
ん

は
「
教
官
が
や
さ
し
い
」
と
消
防
士
の

仕
事
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

む
す
び
れ
っ
じ
で
は
３
人
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
は
施
設

見
学
を
行
っ
た
後
、
利
用
者
の
方
々
と
ぬ
り

絵
や
ト
ラ
ン
プ
な
ど
を
し
て
、
職
員
の
よ
う

に
慣
れ
た
様
子
で
接
し
て
い
ま
し
た
。
佐
藤

亜
美
さ
ん

は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
好
き
で
、
む
す
び
れ
っ
じ
は
と
て
も
楽
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

総
務
課
で
は
総
務
担
当
と
広
報
広
聴
担
当

の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。
総
務
担
当
の
仕

事
は
、
役
場
に
届
い
た
郵
便
を
仕
分
け
る
仕

事
を
行
い
ま
し
た
が
、
郵
便
物
の
種
類
が
多

い
こ
と
も
あ
り
大
変
な
作
業
で
し
た
。
こ
の

仕
事
は
普
段
あ
ま
り
私
た
ち
が
目
に
し
な
い

仕
事
で
し
た
が
、
こ
れ
も
役
場
の
立
派
な
仕

事
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

広
報
広
聴
担
当
の
仕
事
は
、
文
章
の
作
成
や

写
真
の
撮
り
方
、
取
材
の
仕
方
な
ど
、
い
つ

も
広
報
紙
で
見
て
い
た
も
の
を
実
際
に
作
成

す
る
と
、
と
て
も
難
し
く
、
こ
の
仕
事
の
大

変
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　大阪とＮＹのデザイン学校で絵本制作を学ぶ。初めての絵本「A Pumpkin Story」は、

１９９８年アメリカで出版された。

　２００４年出版の絵本「もったいないばあさん」（講談社）は、シリーズで剣

淵絵本の里大賞を受賞。毎日新聞、朝日小学生新聞などでも連載されている。

　２００８年より「もったいないばあさんのワールドレポート展」

を開催し、全国を巡回展示。他の作品に「おべんとうバス」

「おたからパン」（ひさかたチャイルド）「かまくらレストラ

ン」（教育画劇）「ゆめねこ」（金の星社）「おててかいじゅう

つみきのまちへ」（PHP研究所）など。

　新刊「もったいない ばあさん かわをゆく」が今年３月発売。

文化祭

学習発表会・学芸会

足寄中学校 9/29

足寄小学校 10/19

芽登小学校・芽登保育所 10/26

螺湾小学校・螺湾保育所 10/26

大誉地小学校・上利別保育所 10/26

芽登小学校・芽登保育所 10/26

大誉地小学校・上利別保育所 10/26

螺湾小学校・螺湾保育所 10/26
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【
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
】

　

令
和
２
年
度
か
ら
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん

ぐ
り
（
定
員
お
お
む
ね
１
６
５
人
）
お
よ
び

へ
き
地
保
育
所
に
入
園
を
希
望
す
る
お
子
さ

ん
を
募
集
し
ま
す
。
現
在
、
通
園
し
て
い
る

お
子
さ
ん
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

①
生
後
６
カ
月
～
２
歳
児
※
共
働
き
や
出
産
、

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で

き
な
い
お
子
さ
ん
の
み
が
対
象
で
す
。

②
３
歳
児
～
５
歳
児
※
お
む
つ
が
外
れ
て
い

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

▽
芽
登
・
上
利
別
・
螺
湾
保
育
所

①
２
歳
児
※
共
働
き
や
出
産
、
病
気
な
ど
の

理
由
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
お
子

さ
ん
の
み
が
対
象
で
す
。

②
３
歳
児
～
５
歳
児
※
お
む
つ
が
外
れ
て
い

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

募
集
期
間　

11

月
13

日
㈬
～
22

日
㈮

そ
の
他　

申
し
込
み
に
関
す
る
書
類
は
、
町

認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
お
よ
び
各
保
育
所

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
細
・
申
込
先

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
☎
25

－

２
５
７
４

芽
登
保
育
所
☎
０
５
０

－

３
６
０
８

－

１
１
０
２

上
利
別
保
育
所
☎
０
５
０

－

３
５
４
８

－

６
８
４
０

螺
湾
保
育
所
☎
０
５
０

－

３
６
０
９

－

９
５
６
８

詳
　
細

　

帯
広
年
金
事
務
所

 

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
２

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.n

e
n
k
in

.g
o
.jp

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12

月
31

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
）
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
31

年
１
月
１
日
か
ら
令

和
元
年
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収

証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10

月
１
日
か
ら
12

月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
令
和

２
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
い
つ
で

も
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将

来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
年

金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン

の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
帯

広
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
・

へ
き
地
保
育
所
の
新
入
園
児
を
募
集

　

認
知
症
の
人
は
平
成
30

年
に
全
国
で
５
０

０
万
人
を
超
え
、
高
齢
者
の
約
７
人
に
１
人

が
何
ら
か
の
認
知
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
も
の

で
あ
り
、
家
族
や
身
近
な
人
が
発
症
す
る
こ

と
な
ど
も
含
め
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
身
近

な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ

と
や
認
知
症
に
な
っ
て
も
重
症
化
を
防
ぎ
、

機
能
を
維
持
す
る
「
予
防
」
と
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
希
望
を
持
ち
、
同
じ
社
会
で
と
も

に
生
き
る
「
共
生
」
の
考
え
方
が
大
切
で
す
。

予
防

１
．
発
症
遅
延
や
発
症
リ
ス
ク
の
低
減

・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
予
防

　

→
運
動
・
食
事
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習

　
　

慣
病
対
策
や
脳
の
活
性
化
を
図
る
。

・
脳
血
管
性
認
知
症
の
予
防

　

→
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
等
の

　
　

疾
患
の
管
理
と
、
生
活
習
慣
の
改
善
が

　
　

最
も
重
要
。
喫
煙
、
飲
酒
、
運
動
不
足

　
　

等
へ
の
対
策
が
有
効
。

【
脳
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
】

①
快
刺
激
で
笑
顔
に

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
取
ろ
う

③
役
割
・
日
課
を
持
と
う

④
褒
め
る
、
褒
め
ら
れ
る

　

い
ず
れ
の
動
作
も
脳
内
物
質
（
ド
パ
ミ
ン
）

が
放
出
さ
れ
、
認
知
機
能
を
高
め
ま
す
。
無

理
強
い
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
い
か
に
楽
し
く

刺
激
の
あ
る
生
活
を
送
る
か
が
肝
心
で
す
。

２
．
早
期
発
見
、
早
期
受
診
、
早
期
対
応

　

認
知
症
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
い
て
も
、

認
知
症
で
は
な
く
治
る
病
気
や
一
時
的
な
症

状
の
場
合
が
あ
り
、
治
療
が
遅
れ
る
と
回
復

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症

と
決
め
つ
け
ず
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
程
度

に
は
至
ら
な
い
段
階
と
し
て
軽
度
認
知
症

（
М
Ｃ
Ｉ
）
が
あ
り
ま
す
。
軽
度
の
場
合
、

適
切
に
予
防
す
る
こ
と
で
進
行
を
遅
ら
せ
た

り
症
状
を
改
善
で
き
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

早
期
対
応
は
非
常
に
重
要
で
す
。
認
知
症
の

経
過
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
、
早
目
に
医

療
や
福
祉
の
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
重
症
化
の
予
防
と
機
能
維
持
、
行
動
・

心
理
症
状
の
予
防
と
対
応

　

認
知
症
を
発
症
し
て
も
、
適
切
な
治
療
や

予
防
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
進
行
を
緩

や
か
に
で
き
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
中
核
症
状
で
あ
る
記
憶

障
害
や
認
知
障
害
等
が
あ
る
と
、
不
安
や
自

信
喪
失
に
陥
り
や
す
く
な
り
、
そ
の
心
理
状

態
に
よ
り
さ
ら
に
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と

や
、
身
近
な
人
に
対
し
て
症
状
が
強
く
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
は
、
症

状
が
出
る
状
況
や
原
因
を
把
握
し
、
環
境
調

整
や
対
応
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
安
心
で
き

る
環
境
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
あ
る

こ
と
で
、
症
状
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
＊
本
町
で
は
、
認
知
症
の
人
の
状
態
に
応
じ

た
支
援
の
流
れ
を
ま
と
め
た
「
足
寄
町
認
知

症
ケ
ア
パ
ス
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

共
生

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
地
域
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
認
知

症
の
人
の
視
点
に
立
っ
た
居
場
所
づ
く
り

や
、
社
会
参
加
が
で
き
る
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
共
に
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
地
域
づ

く
り
に
地
域
全
体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
本
町
で

も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
認
知
症
に
関
す
る
本
町
で
の
取
り
組
み
】

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

→ 

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、地
域
で
見
守
り

が
で
き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

・
あ
た
ま
と
か
ら
だ
の
健
康
教
室

　

→ 

認
知
症
予
防
を
目
的
に
、
地
域
で
楽
し

く
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
結
む
す
び
カ
フ
ェ

　

→ 

認
知
症
の
人
や
家
族
、
地
域
住
民
、
専

門
職
な
ど
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
交
流
す

る
カ
フ
ェ
で
す
。
（
今
年
度
は
終
了
）

・
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

→ 

道
に
迷
う
危
険
性
が
あ
る
場
合
に
、
事

前
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
速
や
か

に
協
力
機
関
へ
情
報
提
供
し
、
早
期
発

見
に
つ
な
げ
ま
す
。

・
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

→ 

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
、
医
療
・
介
護

の
専
門
職
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
速
や
か

に
適
切
な
医
療
・
介
護
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
関
し
て
お
困
り
の
場
合
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

役
場
福
祉
課

　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25

－

９
２
０
０

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
地
域
に

　

運
転
時
に
、
ヒ
ヤ
リ
！
ハ
ッ

と
！
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
身
体
機

能
、
判
断
能
力
の
低
下
に
よ
り
運
転
に
不
安

の
あ
る
方
、
家
族
か
ら
運
転
を
控
え
る
よ
う

勧
め
ら
れ
た
方
な
ど
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

本
町
で
は
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ

れ
、
運
転
経
歴
証
明
書
を
取
得
さ
れ
た
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
交
付
手
数
料
１
１
０
０
円
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者

：

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
町
民
の
方　

②
65

歳
以
上
の
方

③
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
交
付
を
受
け
た
方

（
た
だ
し
証
明
書
を
発
行
し
て
か
ら
１
年
以
内
）

必
要
書
類

：

交
付
申
請
書
兼
請
求
書

　
　
　
　
　

運
転
経
歴
証
明
書
の
写
し

申
請
方
法　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
に

必
要
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
詳
細

　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

☎
25

－
２
１
４
１
内
線
２
２
２

※
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て
は
、

本
別
警
察
署
（
☎
22

－

０
１
１
０
）
ま
た
は

帯
広
運
転
免
許
試
験
場
（
☎
０
１
５
５

－

33

－
２
４
７
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
主
返
納
支
援
事
業
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
運
転
免
許
証

い
い

み
ら
い
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Hello! Friends!

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
現
金
払
い
だ
よ
！

ユ
ミ
子

：

そ
う
ね
！
現
金
で
払
う
と
、
ど
の

く
ら
い
買
い
物
し
た
か
一
番
よ
く
分
か
る
よ

ね
。
そ
れ
に
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
は
「
信
用
貸

し
」
と
い
う
意
味
で
「
借
金
す
る
」
と
い
う

こ
と
だ
か
ら
抵
抗
感
を
抱
く
人
も
い
る
と
思

う
。
日
本
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
割

合
は
21

．
３
％
（
２
０
１
７
年
調
べ
）
で
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
あ
ま
り
普
及
し
て
い

な
い
理
由
の
一
つ
か
も
ね
。

ア
ユ
ミ

：

だ
っ
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は

と
も
か
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
っ
て
難
し
そ
う
だ
も
ん
。

ユ
ミ
子

：

確
か
に
ね
。
で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
に
す
る
と
便
利
な

こ
と
も
あ
る
の
よ
。

ア
ユ
ミ

：

ど
ん
な
ふ
う
に
便
利
な
の
？

ユ
ミ
子

：

消
費
税
が
８
％
か
ら
10

％
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
国
で
は
家
計

の
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
消
費
も
喚
起
で
き

る
よ
う
、
現
金
以
外
の
方
法
で
買
い
物
す
る

と
来
年
の
６
月
ま
で
代
金
の
２
％
か
ら
５
％

が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
る
と
い
う
政

策
を
実
施
し
て
い
る
の
。

ア
ユ
ミ

：

消
費
税
が
上
が
っ
た
以
上
に
戻
っ

て
く
る
っ
て
い
う
こ
と
？

ユ
ミ
子

：

そ
う
な
の
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
は
消
費
者
だ
け
じ
ゃ
な
く
お
店
の
人
も
お

つ
り
を
用
意
し
た
り
、
売
り
上
げ
を
確
認
し

た
り
す
る
手
間
が
簡
素
化
さ
れ
る
っ
て
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
よ
。

ア
ユ
ミ

：

へ
ぇ
ー
！
そ
う
な
ん
だ
～
。
使
え

る
お
店
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
？

ユ
ミ
子

：

９
月
25

日
時
点
で
は
町
内
の
36

店

舗
が
省
庁
に
申
請
済
だ
っ
た
か
ら
、
今
は
も

っ
と
増
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
わ
。
対
象

の
お
店
に
は
「
Ｃ
」
の
文
字
の
中
に
チ
ェ
ッ

ク
マ
ー
ク
が
あ
る
ポ
ス
タ
ー

が
掲
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

探
し
て
み
て
ね
。

ア
ユ
ミ

：

よ
し
！
じ
ゃ
あ
早
速
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
い
方
か
ら
勉
強
し
な
き
ゃ
（
笑
）
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
ポ
イ
ン
ト
還
元

を

知

ろ

う
！

の

巻

ユ
ミ
子

：

ア
ユ
ミ
ち

ゃ
ん
は
買
い
物
し
た

時
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
し
て
る
？

ア
ユ
ミ

：

う
う
ん
。

詳
　
細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

 

午
前
10

時
～
午
後
３
時
30

分

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
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－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

感
謝
祭
（T

h
a
n
k
s
 g

iv
in

g

）

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ボ
ー
ウ
ィ
ー

　

日
本
で
過
ご
し
た
初
め
て
の
夏
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

８
月
に
リ
ヴ
ァ
イ
が
帰
国
し
た
時
は
と

て
も
寂
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
９
月
に

は
新
し
い
国
際
交
流
員
の
ハ
ン
ナ
が
来

て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
日
本
の
生
活
を

た
く
さ
ん
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
ハ
ン

ナ
に
も
た
く
さ
ん
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

季
節
は
秋
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
と
は
違
う
日
本
の
秋

は
と
て
も
美
し
い
季
節
で
す
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
ア
ル
バ

ー
タ
州
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン

市
の
秋
は
、
気
温
は
も
っ
と

低
く
な
り
、
９
月
に
な
る
と

雪
も
降
り
始
め
ま
す
。
カ
ナ

ダ
の
秋
と
比
べ
る
と
足
寄
の

秋
は
良
い
天
気
が
続
き
、
と

て
も
暖
か
く
過
ご
し
や
す
い

で
す
。

　

カ
ナ
ダ
で
は
秋
に
祝
う
祝

日
や
伝
統
行
事
が
い
ろ
い
ろ

と
あ
り
ま
す
。
私
の
ふ
る
さ
と
は
農
家
が

多
い
こ
と
か
ら
、
収
穫
を
祝
う
行
事
が
９

月
と
10

月
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
行
事
は
主
に
夏
の
間
た
く
さ
ん
働
い

て
く
れ
た
地
域
の
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
を
示
す
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

10

月
の
２
週
目
の
週
末
に
は
「T

h
a
n
k
s
 

g
iv

in
g

（
感
謝
祭
）
」
と
い
う
祝
日
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
日
は
家
族
や
友
達
が
集
ま

り
、
ご
ち
そ
う
を
食
べ
な
が
ら
自
分
の
周

り
に
い
る
人
へ
の
日
頃
の
感
謝
、
そ
し
て

自
分
た
ち
の
命
に
感
謝
を
す
る
日
で
す
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
ロ
ー
ス
ト
し
た
大
き
な
七

面
鳥
や
マ
ッ
シ
ュ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
が
並
び
、

そ
の
時
期
に
収
穫
さ
れ
た
野
菜
や
作
物
を

食
べ
ま
す
。
た
く
さ
ん
お
い
し
い
食
べ
物

が
食
べ
ら
れ
る
こ
の
日
は
私
の
一
番
大
好

き
な
祝
日
で
す
。

 

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

茶
会
研
修
会

　

９
月
30

日
に
令
和
元

年
度
高
文
連
十
勝
支
部

茶
道
専
門
部
茶
会
研
修

会
を
本
校
で
開
催
し
ま

し
た
。
開
会
式
は
体
育

館
、
研
修
会
は
１
階
ホ

ー
ル
と
格
技
場
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
茶

道
を
通
じ
て
、
日
本
の

伝
統
へ
の
理
解
を
深
め
、

互
い
に
交
流
し
、
見
聞

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

十
勝
管
内
か
ら
13

校

総
勢
２
６
１
人
が
参
加
し
た
大
規
模
研
修
と

い
う
こ
と
で
、
茶
道
部
顧
問
の
松
崎
晴
美
先

生
を
は
じ
め
多
く
の
生
徒
が
準
備
・
計
画
・

当
日
の
運
営
に
当
た
り
、
無
事
研
修
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
茶
道
と
縁
の
深
い

言
葉
に
「
日
々
是
好
日
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
「
毎
日
が
良
い
日
だ
な
ぁ
」
と
い
う
意
味

で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
自
分
の
人
生
に
と

っ
て
意
味
が
あ
り
、
精
一
杯
生
き
る
こ
と
の

積
み
重
ね
が
毎
日
を
「
好
日
」
に
し
て
く
れ

る
と
い
う
深
い
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
当

番
校
が
抱
え
る
業
務
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
「
日
々
是
好
日
」
で
し
た
。

「
学
校
説
明
会
」
を
実
施

　

８
月
26

日
に
学
校
説
明
会
を
実
施
し
、
町

内
外
か
ら
約
１
２
０
人
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
教
務
部

長
に
よ
る
教
育
課
程
や
進
路
指
導
等
に
関
す

る
説
明
の
ほ
か
、
吹
奏
楽
局
か
ら
の
歓
迎
の

演
奏
や
部
活
動
紹
介
の
動
画
、
生
徒
会
執
行

部
に
よ
る
学
校
行
事
紹
介
、
１
年
生
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
在
校
生
の
活
躍
を
多
く
見

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
部
活
動
体
験
も
実
施
し

ま
し
た
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
屋
外

で
の
部
活
動
の
体
験
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
ど
の
部
活
動
も
充
実
し
た
活

動
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会

を
通
し
て
、本
校
の

教
育
活
動
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た

だ
け
た
な
ら
幸
い

で
す
。
今
後
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
通
じ
て
足
高
に

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
上
空
を
飛
び
過

ぎ
る
け
た
た
ま
し
い
声
や
、
Ｖ
字
に
並
ん
だ

群
れ
に
秋
の
到
来
を
感
じ
ま
す
。
カ
モ
科
ハ

ク
チ
ョ
ウ
属
の
鳥
を
ま
と
め
て
ハ
ク
チ
ョ
ウ

と
呼
び
ま
す
が
、
足
寄
で
見
る
の
は
主
に
オ

オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
と
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
で
す
。
ユ

報
告
も
あ
り
ま
す
。
の
ど
か
な
姿
に
は
野
生

動
物
と
の
共
存
と
い
う
問
題
も
は
ら
ん
で
い

ま
す
。

詳
　
細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
山
内
康
平
・
田
代
直
明
）

 

☎
25

－

２
６
０
８

ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
夏
を
過
ご

し
、
越
冬
の
た
め
に
日
本
へ

親
子
で
渡
り
ま
す
。
長
距
離

を
移
動
す
る
渡
り
鳥
と
し
て

は
最
大
級
の
体
を
持
ち
ま
す
。

成
鳥
は
全
体
が
白
い
羽
で
す

が
、
幼
鳥
は
灰
色
の
羽
を
持

ち
ま
す
。
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

と
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
体
の
大

き
さ
と
く
ち
ば
し
に
あ
る
黄

色
部
と
黒
色
部
の
割
合
で
識

別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

活
込
ダ
ム
や
仙
美
里
ダ
ム

の
ダ
ム
湖
で
は
数
十
羽
の
群

れ
が
羽
を
休
め
る
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
春
に
は
渡
り

に
備
え
て
近
く
の
畑
で
デ
ン

ト
コ
ー
ン
の
落
穂
や
小
麦
を

つ
い
ば
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

小
麦
に
と
っ
て
食
害
で
す
が
、

群
れ
が
滞
在
す
る
こ
と
に
よ

る
大
量
の
フ
ン
が
窒
素
の
供

給
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

ハクチョウ

24

Vol.
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特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
毎
年
12

月

４
日
か
ら
10

日
ま
で
を
人
権
週
間
と
定
め
、

全
国
各
地
で
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を

呼
び
掛
け
る
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
お
よ
び
帯
広

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
同
活
動
の
一

環
と
し
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
人
権
に
関
し
て
の
悩
み
ご
と
や
困

り
ご
と
が
あ
る
方
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
、
事
前
予
約
お
よ
び
相

談
料
は
不
要
で
す
。

日
時　

12

月
５
日
㈭
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
・
２

詳
細　

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
１
５
５

－

24

－

５
８
５
３

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間

　

法
務
局
で
は
、
女
性
の
人
権
に
つ
い
て
の

専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
11

月
18

日
か
ら

24

日
ま
で
を
強
化
週
間
と
し
、
平
日
の
受
付

時
間
を
延
長
、
ま
た
土
日
も
対
応
し
ま
す
。

　

女
性
に
対
す
る
夫
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女

性
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

強
化
期
間
中
の
受
付
時
間　

平
日

：

午
前
８

時
30

分
～
午
後
７
時　

土
日

：

午
前
10

時
～

午
後
５
時

詳
細　

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
１
５
４

－

31

－

５
０
１
４

11

月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

の
総
称
で
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の

増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
国
が
直
接
管

理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用

す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問

わ
ず
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
細　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課

☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

ナ
ス
バ
の
援
護
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
ナ
ス
バ
）
で
は
、

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に
よ
る
重
度

後
遺
障
害
（
脳
損
・
脊
損
）
に
よ
り
介
護
を

要
す
る
方
に
後
遺
障
害
の
程
度
な
ど
に
応
じ

て
月
額
３
５
４
０
０
円
か
ら
２
０
９
４
３
０

円
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
で

保
護
者
を
亡
く
さ
れ
た
児
童
な
ど
を
対
象
と

し
た
会
費
無
料
の
友
の
会
を
運
営
し
旅
行
会

や
絵
画
、
書
道
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
交
通
遺
児
に
対
す
る
育
成

資
金
の
無
利
子
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
釧
路
支
所

☎
０
１
５
４

－

32

－

７
０
２
１

「
白
バ
ス
」
「
白
タ
ク
」
は
違
法
で
す

　

レ
ン
タ
カ
ー
と
運
転
手
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
い
わ
ゆ
る
「
白
バ
ス
」

「
白
タ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
法
律
に
違
反
す
る

行
為
で
す
。
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
違
法
な
「
白
バ
ス
」
「
白
タ
ク
」

を
利
用
し
て
事
故
に
遭
っ
て
負
傷
し
た
場
合

は
、
適
切
な
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
ず
、
治
療

費
な
ど
の
金
銭
的
損
害
額
を
利
用
者
自
身
が

全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

詳
細　

北
海
道
運
輸
局
帯
広
運
輸
支
局

☎
０
１
５
５

－

33

－

３
２
８
６

市
街
地
の
雪
捨
て
場

　

令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
、
降
雪
に

よ
る
市
街
地
の
雪
は
４
ト
ン
以
上
の
大
型
車

は
栄
町
１
丁
目
、
一
般
車
は
北
３
条
２
丁
目

の
雪
捨
て
場
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
車
道
へ
の
雪
捨
て
は
除
雪
や
車
の

走
行
に
支
障
を
き
た
し
、
道
路
法
（
第
43

条
）

違
反
に
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

詳
細　

役
場
建
設
課
車
両
室

☎
25

－

５
４
２
０

令
和
２
年
成
人
式
参
加
者
お
よ
び
成

人
祝
賀
会
実
行
委
員
募
集

　

町
で
は
、
令
和
２
年
の
成
人
式
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
対
象
者
で
足
寄
町
に
住
民

票
の
あ
る
方
に
は
11

月
中
旬
に
は
が
き
で
詳

細
お
よ
び
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
身
近
に
、

足
寄
町
に
住
民
票
が
な
く
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
成
人
式
式
典
終
了
後
に
実
行
委
員

会
主
催
の
祝
賀
会
を
予
定
し
て
お
り
、
祝
賀

会
を
盛
り
上
げ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
実
行
委
員
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

令
和
２
年
１
月
12

日
㈰

場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー 

対
象
者　

平
成
11

年
４
月
２
日
～
平
成
12

年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

申
込
期
限　

12

月
６
日
㈮

申
込
先
・
詳
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
担

当
☎
25

－

３
１
８
８

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
の
入
校
生
を
募
集

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の
令
和
２
年
度
入

校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
訓
練
期
間
は
６

カ
月
間
、
１
年
ま
た
は
２
年
間
で
す
。

受
付
期
限　

11

月
20

日
㈬

選
考
日　

12

月
２
日
㈪

詳
細　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
☎
０
１
２
５

－

52

－

２
７
７
４

訪
問
看
護
師
（
非
常
勤
）
を
募
集

　

本
別
地
域
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

訪
問
看
護
師
（
非
常
勤
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

看
護
師
、
准
看
護
師
ま
た
は
保

健
師
と
し
て
実
務
経
験
が
３
年
以
上
で
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
所
持
し
て
い
る
方
。

勤
務
地　

本
別
町

勤
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
※
１
日

３
～
６
時
間
勤
務
で
、
勤
務
時
間
・
曜
日
等

は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

詳
細　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
総
合
在
宅
ケ

ア
事
業
団
本
別
地
域
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
☎
22

－

９
０
５
０

自
衛
官
等
を
募
集

自
衛
官
候
補
生

応
募
資
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本別町から
いきいきほんべつふれあい祭り

　生涯学習活動によるまちづくりを推進するた

め、日ごろ活動を展開している各種団体・サー

クルが集い、取り組みの成果を発信します。秋

野菜やキレイマメなどの特産品販売、無料包丁

研ぎ、飲食コーナーなど多彩な催しで皆さんの

お越しをお待ちしています。

日　時　11月17日㈰午前10時～午後２時

場　所　本別町中央公民館

内　容　健康づくりコーナー（骨密度測定など）、

絵本読み聞かせ、農産物・加工品販売、フリー

マーケット、お楽しみ抽選会など

詳　細

　本別町役場企画振興課企画・生涯学習担当

　☎２２－８１２１

陸別町から

ふたご座流星群観望会を開催します！

　年間で安定して流れ星を楽しめる流星群のひ

とつ、ふたご座流星群がやってきます。最も多

いときには、１時間に40個程度の流星が観測さ

れると予測されています。

　今年は12月14日・15日

の２日間、銀河の森天文

台で観望会を開催します。

防寒着など寒さ対策をし

て、ぜひお越しください。

日　時　12月14日㈯・15日㈰

　　　　午後１時～９時30分

　　　　（説明会　午後７時30分～）

場　所　銀河の森天文台

その他　予約不要・申込不要（入館料のみ）

詳　細　銀河の森天文台☎２７－８１００

帯広開発建設部

足寄道路事務所

利別川

共栄町

雪捨て場

役場

高齢者等複合施設

むすびれっじ

利別川雪捨て場

佐野川

十勝東部

森林管理署
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☆東京オリンピックまであと１年を

切りました。国を挙げての一大イ

ベントですが自分には何だか遠い

ところの話のように感じていまし

た。ところが、マラソンと競歩を

猛暑のため札幌で実施を検討とい

うニュースを見て、身近で開催さ

れるのであればせっかくの機会、

現地で見てみたいという気持ちが

湧いてきました。

☆もっとも、たとえ生で観戦できな

くなったとしてもオリンピックの

感動が薄れるものではありません。

競技を生で観戦しているか、テレ

ビで観戦しているかは分かりませ

んが、とても楽しみになってきま

した。日本代表の選手を全力で応

援したいと思います。

ひとのうごき

10月末の住民基本台帳

人　口　　６，７９８　人　（－22)

　男　　　３，３３０　人　（－４)

　女　　　３，４６８　人　（－18)

世　帯　　３，４８０世帯（－６)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

　10月14日㈪に行われた「第40回町民マラソ

ン大会」でのスナップです。　

  （⇒７ページ）　

小川　獅
し

生
き

ち
  ゃ
   ん

 （平成29年12月17日生まれ）

　お調子者でイタズラ好き、と

っても甘えん坊な男の子。お姉

ちゃんと一緒に遊んでいる姿を

見るとパパもママも幸せよ。獅

生、生まれてきてくれてありが

とう。 憲一・裕美さんの子

 （上螺湾）
大門　芙

ふ

己
き

子
こ

ち
  ゃ
   ん

 （平成29年10月29日生まれ）

　食べることが大好き！好き嫌

いもなく、もりもり食べていま

す。おかわりが欲しくて泣いて

しまうこともしばしば…これか

らもたくさん食べて元気に育っ

てね！ 伸吾・幸子さんの子

 （南５条３丁目）

　「うちの人気者」では２歳前後の子ども

を毎月２～３人掲載しています。

　掲載を希望される方は、お気軽に役場総

務課広報広聴担当までご連絡ください！メ

ールでも受け付けています。

☎２５－２１４１内線３３４

Mail:kouhou@town.ashoro.hokkaido.jp


